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1. 研究背景 

偏光回折格子（PG : Polarization Grating）は

高効率でかつ大きな回折角度を実現できるこ

とで注目されている[1, 2]．一般に，PG は液晶

分子の異方性を利用して構成される．しかし，

光通信に用いる場合，耐光性や耐熱性，耐湿性

などの信頼性が求められるため，有機材料より

も無機材料である方が望ましい．そこで，私た

ちはシリコン基板表面に構造性複屈折を持た

せて 1/2波長板を実現する構造を求め，この 1/2
波長板を基に偏光回折格子の設計を行った． 

2. PG の作製・評価 

PG は 0 次と±1 次にのみ回折し，円偏光を出

射する．PG の特性を図 1 に示す．1/2 波長板の

光学軸を回転させて揃えることで，PG が実現

可能である．無機材料で 1/2 波長板を実現する

ために，サブ波長構造を利用する．適切な格子

幅と高さを設定することにより1/2波長板とし

て動作する．作製した PG のパターンを図 2 に

示す． 

 
図 1 偏光回折格子の特性

 

図 2 作製した PG の構造 
  作製した PG の特性を図 3 に示す．約 50%の

回折効率となった．残りは反射による損失であ

ると考えられる．回折角は 14°となった．位相

差が 180°を満たさない部分が存在するため，0

次光が生じている．PG は 1 周期の長さ p を短

くすることで回折角を拡大できる．p=2 µm の

場合，回折角度は 50°となる．この条件で作製

した PG の特性を図 4 に示す．回折角度は 50°
となり，理論値と一致した．しかし，回折効率

は 40%程度となった．周期を短くすると作製

誤差の影響が大きくなるため，回折効率が下が

った． 

 
図 3 作製した PG の回折効率

 

図 4 回折角 50°の PG の回折効率 

3. 回折効率の改善案 
 反射光により回折効率が低下していると考

えられる．シリコン基板の表裏に反射防止膜を

付けることで回折効率が改善できる．PG 面に

は予め作製した反射防止膜を付ける方法を用

いる．波長 1500 nm から 1600 nm で反射率 5%
未満にできる． 
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